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大学院博士後期課
程担当科目

・考古学特殊研究

通信教育部担当科
目

・考古学概論

　【研究上の特記事項】

・国立歴史民俗博物館歴博共同研究「北と南からみた古代の列島社会」（代表：三上
喜孝教授）の共同研究者
・科学研究費（基盤研究Ｃ）「日欧比較研究による「持続可能な考古学」の構築と国
際発信」の研究分担者
・日本における文化財保護と大学教育についての分析と今後のあり方について研究を
進める。これに関連して、今年度も近畿地区の大学と行政が連携して「文化財専門職
説明会」を2019年1月27日奈良大学で開催した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

・文化財学科の考古学専攻は行政の文化財専門職の育成が大きな目標であることか
ら、現地・現物に直接触れ、遺跡・文化財が行政的にどのように扱われているのか、
考古学などの研究がどのように行われているのかを実際に見聞することが重要であ
る。そのため、各科目においては、ゼミ研修旅行や学外授業を行っている。30年度
は、ゼミ旅行では長野県松本市・長和町等、授業では平城宮跡、唐古・鍵遺跡、東大
寺、平城京北郊、方奈良文化財研究所、元興寺文化財研究所、近つ飛鳥古墳博物館な
どを見学・巡検した。
・社会的活動として参加している各地の委員会における動向について、すみやかに授
業に反映させて、現代の社会における文化財をめぐる諸問題について理解を深めるこ
とを行っている。

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会、考古学研究会、日本遺跡学会、木簡学会、
条里制・古代都市研究会、　新潟県考古学会、文化財科学会　ほか

・古代の集落・官衙
・文化財保護の実践的研究

関西学院大学大学院文学研究科博士前期課程修了

学術博士（新潟大学）

日本考古学、文化財学

最終学歴

学部担当科目

・考古学概論
・文化財研究法・考古学研究法
・考古学特殊講義
・考古学演習
・世界遺産文化財学演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・考古学演習
・考古学特殊講義

授業科目



文化審議会文化財分科会専門委員、文化庁水中遺跡調査保存検討委員、日本遺跡学会
運営委員、平泉の文化遺産世界遺産拡張登録検討委員、後三年合戦等関連遺跡整備指
導委員会、上野国新田郡庁跡調査・整備専門委員、佐渡金銀山世界文化遺産学術委
員、史跡岐阜城跡整備委員、史跡弥勒寺東官衙遺跡群整備検討委員会、三重県文化財
保護審議会委員、伊賀国庁跡整備検討委員、滋賀県文化財保護審議会委員、佐和山城
跡総合調査検討委員、浄瑠璃寺庭園保存修理委員、公益財団法人大阪府文化財セン
ター理事、公益財団法人大阪市博物館協会評議員、高槻市史跡整備検討委員、史跡日
根荘保存活用計画策定委員、兵庫県文化財保護審議会委員、史跡多銀銅山遺跡保存活
用計画策定委員、竹田城跡整備計画検討委員、桜井市纏向遺跡保存活用計画書策定委
員、郡山城跡公園基本計画策定委員、史跡大御堂廃寺跡保存活用計画策定委員、島根
県古代文化センター企画運営委員、史跡田儀櫻井家たたら製鉄遺跡整備検討委員、備
後国府跡調査研究指導委員、讃岐国府調査保存活用検討委員、四国霊場と遍路道普遍
的価値の証明研究会委員　など

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

奈良大学博物館長、就職委員、キャリア教育委員

　【社会的活動】



共著

共著

単著

単著

単著
文化財保護法改正につい
ての課題を専門的人材の
育成などから整理

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

2019年3月

2019年3月15日

白山市教育委員会

奈良大学博物館

全国文化財保存連絡
協議会『明日への文
化財』78

2018年6月28日

2018年8月

2018年8月24日

山梨県埋蔵文化財セ
ンター講習会

滋賀県文化財保護協
会『文化財の活用を
通した地域資源活用
セミナー』

2018年12月1日

情報地質学会講演

奈良大学文化講座

奈良教育大学教員明
許更新講習

伊丹市リレー講座

愛媛県鬼北町教育委
員会

これまで文化財として扱われること
が少なかった近世・近代の石造文化
について必要性を提言

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

『遺跡学研究』152018年11月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①平安のドラマ・横江荘は
語る－東大寺領荘園横江荘
遺跡立荘1200年シンポジウ
ム―

2018年10月

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

世界遺産と日本の文化財保護制度と
の関係とそれぞれの現状と課題につ
いて解説

文化財保護法改正についての課題を
整理

文化財行政における保護法改正の問
題について

①文化財の人材育成と大
学・行政の連携

文化財の人材育成のために実施して
いる近畿地区の大学と行政の連携に
ついて報告

2018年4月

2018年5月26日
日本考古学協会『第
84回総会研究発表要
旨』

行基生誕1350年にちなみ伊丹台地の
開発事業を解説

（その他）

②邪馬台国時代の日本列島

等妙寺跡の史跡指定10年を記念して
近年の文化財政策がこれまできちん
と保護されてこなかった近世・近代
の文化財を重視していることを述べ
る

文化財保護法改正を踏まえた観光活
用の問題点を整理

近年の邪馬台国とヤマト政権成立に
ついて概説

邪馬台国の時代の考古学的成果を概
観

②文化財保護法改正と観光
活用の課題

2018年8月17、10月28日

史跡の保存と活用のあり方について
提言

大正15年に指定された国史跡毛原廃
寺跡の歴史と文化財としての価値を
概観

①文化財保護法改正の要点
と課題

⑤近年の文化財政策と現代
の地域社会

①邪馬台国からヤマト政権
へ－奈良県纏向遺跡をめ
ぐって

③文化財保護法の改正を迎
えて

2018年12月
国際文化財『文化遺

産の世界』33

②謎の大寺 奈良県山添村毛
原廃寺跡－史跡保存の100年
－

④現代に生きる行基の開発
事業

（学会発表）

③文化財保護法の改正につ
いて

③「世界遺産と日本の文化
財保護制度」

②文化財としての近世・近
代の石造文化財－現状と課
題－

2018年11月10日


